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1993年春のミシシッピ川大洪水

３２．エルニーニョ現象と世界の穀物市場への影響
世界の主な異常気象と穀物市場

（●エルニーニョ現象発生、○ラニーニャ現象発生）
年 米  国 その他 世 界 穀物市場の動向

1970 ○

1971
1972 ●　大干ばつ（ソ連、インド、中国）

ソ連大凶作

1973 シカゴ大豆12.9ドル史上最高値

1974 中西部干ばつ

1975 ○　干ばつ（ソ連） ソ連大凶作

1976 中西部干ばつ ● シカゴ穀物急騰

1977
1978 　　干ばつ（中国） 米国・対ソ穀物禁輸
1979
1980 南部熱波・干ばつ 米国穀物大減産

セントヘレンズ火山噴火

1981 　　干ばつ（ソ連） ソ連大凶作

1982 ●　史上最大のエルニーニョ

メキシコ・エルチチョン火山噴火

1983 中西部熱波・大干ばつ 米国穀物大減産・相場急騰
1984 ○

1985
1986 ●

1987
1988 中西部今世紀最大の干ばつ ○ 米国穀物大減産・相場急騰
1989
1990
1991 ●

1992
1993 ミシシッピ川大洪水 ● 米穀物大減産・相場高騰、平成コメ騒動
1994 米国穀物史上最高の豊作

1995 長雨 豪州、中国、南アなどの干ばつ
1996 ○ 米国穀物大減産・相場急騰
1997 ●史上最大のエルニーニョ 東南アジア干ばつ

1998
1998 中国長江大洪水

1999  ◯ 米国東部干ばつ

2000 105年来の暖冬  ◯ 米国で高温乾燥懸念
2001 ミシシッピ川洪水
2002 ●エルニーニョ 北米、豪州小麦大減産・相場急騰
2003 米､加、豪 同時干ばつ 南米の干ばつ 大豆相場急騰
2004 世界的な高温。 日本への台風本土上陸新記録１０個 大豆10ﾄﾞﾙ台に急騰後急反落

ただ、穀物生産は世界的大豊作
2005 中西部（イリノイ）干ばつ

ハリケーン襲来頻発 ミシシッピ河口港湾機能停止 穀物価格下落
2006 北半球・南半球同時干ばつ 豪州100年に一度の干ばつ
2007 北半球・南半球同時干ばつ  ◯豪州100年日度の干ばつが2年連続 穀物価格高騰
2008 ミシシッピ川大洪水 穀物価格史上最高値に高騰

2009
2010 ●豪州大洪水、ロシア干ばつ 小麦減産・輸出禁止、価格高騰
2011 ○ラニーニャ勢力を盛り返す トウモロコシ価格史上最高値更新
2012 米中西部半世紀ぶりの干ばつ トウモロコシ価格史上最高値更新
2013 バングラディッシュ、中国洪水
2014 米国記録的大雪 ●史上最強のエルニーニョ
2015 ●史上最強のエルニーニョ

（資料）資源・食糧問題研究所作成

（出所）気象庁

2015年の世界平均気
温は、史上最高であ
った2014年を更新
2016年の気温はさら
に16年を更新
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３３．遺伝子組換え作物（GMO）は食糧問題の救世主か

GM作物の主要国別作付け状況（2013年）
栽培面積万ha 栽培作物

米国 7, 010 トウモロコシ、大豆、ワタ、ナタネ他
ブラジル 4, 030 大豆、トウモロコシ、ワタ
アルゼンチン 2, 440 大豆、トウモロコシ、ワタ
カナダ 1, 080 ナタネ、トウモロコシ、大豆、テンサイ
インド 1, 100 ワタ
中国 420 ワタ、トマト、ポプラ、パパイヤ、ピーマン
パラグアイ 360 大豆、トウモロコシ、ワタ
南アフリカ 290 大豆、トウモロコシ、ワタ
パキスタン 280 ワタ
ウルグアイ 150 大豆、トウモロコシ
ボリビア 100 大豆
他17カ国 260
合計 17,520
（出所）バイテク情報普及会 46
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単位：万ha （資料）ISAAA



３４．地球は「水の惑星」：地球上の利用可能な淡水はごくわずか

出所：「我が国水ビジネス・水関連技術の国際展開に向けて 」平成20年7月、経済産業省

＜水資源を逼迫させる諸要因＞

u人口増加 ： 水利用者の増加

u経済成長 ： １人当たり水利用量の増加

工業用水利用の増加

u農業生産増加 ： 灌漑用水利用の増加

u汚水の拡大 ： 利用可能な水資源の減少

Ø国際河川での水紛争

Ø河川の断流、湖の縮小

Ø地下水位の低下

Ø汚染拡大と生態系の変
容

Ø2025年には世界人口の
半数が水不足

今世紀に入り深刻化しつつある水問題は、
１）限られた水資源をめぐる争奪戦と環境破壊、
２）コモンズ（地元共有資源）か商品か、
３）食糧生産と地下水の枯渇、
４）シェールガス革命と水汚染、
５）奪われる日本の水源、などの対立軸となって現れている。

ストックとしてみれば
少ないが、フロー（循
環資源）としてみれば
、偏在性が問題
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３５．国内の水資源フル活用へ

１．災害時の緊急支援物資・渇水地域への飲料水、農業・産業用水の国内外への供給

２．特定港から船のバラスト水、ダブルハル化された空隙、水バックでの水輸送

50



３６．経済発展とともに変化する世界の水市場

出所：産業協力懇談会「水処理と水資源の有効活用技術 」08年3月
【原典：常杪、井村秀文、アジアの都市ｲﾝﾌﾗ整備における海外直接投資に関する調査研究（2002）を元に作成】

日本企業が目標とする地域とその課題
世界水ビジネスのカテゴリー区分
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３８．電力小売り自由化で拡大する総合エネルギ市場

分散型発電会社（再生エネルギー）
集中型発電会社 サービス事業者
電源

　　　　　・
　　　　　・

・・・・・・

電力需要家

電力自由化で広がる事業機会の概念図

火力発電

水力発電

原子力発電

太陽光発電 風力発電 地熱発電 バイオマス発電 中小水力発電

石油

天然ガ

LPガス

石炭
電力市場 7.5兆円

電力広域的運用推進機関

（OCCTO）

スマートグリッド

家庭 家庭 家庭 企業 企業企業 企業

市

場

規

模

の

拡

大

燃料電池 据え置き

型蓄池

自由化によって新たに開放される7.5兆円の電力市場規模に止まらず、異業種の参入、
様々な関連サービスの拡大、需要家の選択肢の拡大、技術革新の進展などの相乗効
果により市場規模のさらなる拡大が期待される。



結び．資源・エネルギーのResilience戦略を
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